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市役所

信州中野ＩＣ

高社中学校

Ｎ

中野市
豊田支所

江部交差点

長野県
北信合同庁舎

永田小学校

市民体育館

2０1７年（１月～12月）
交通事故発生状況

危険箇所を把握し、
事故防止に努めましょう！

　死亡事故発生場所
　人身事故発生場所（１回）
　人身事故発生場所（２回）
　人身事故含む事故
　　　多発箇所（３回以上）

死亡事故発生！

・夜間の交通死亡事故防止！
新井地籍　市道若宮田麦線【 】

草間地籍　草間交差点

交通事故多発箇所

・信号待ちの車に追突しな
いよう安全確認の徹底！

壁田地籍　合同庁舎入口交差点【 】
交通事故多発箇所

・信号機の確認の徹底！

市民課　☎� 2111（内線 2３８）問
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死亡事故発生！

・通勤時の交通死亡事故防止！
】栗林地籍　志賀中野有料道路【

】【

江部地籍 コンビニ前の丁字路
交通事故多発箇所

・丁字路周辺の安全確認の徹底！
【 】

交通事故多発箇所

・車線変更時の安全確認の徹底！
江部地籍　江部交差点
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】【
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自己紹介

元気の秘訣

おらほの自慢

湯
ゆ も と

本剛
た け ひ ろ

弘さん
からのご紹介

　昭和 37 年から５年間、中野市役所に勤務し最高
の職場生活を送らせていただきました。退職後はリ
ンゴ、モモなど果樹栽培中心の兼業農家へ嫁ぎまし
た。慣れない畑仕事で体調を崩し、大変な時期もあ
りましたが、家族や仲間、友人に支えられ、農業に
慣れ親しむことが出来ました。
　主人の定年少し前から、農業形態をシャクヤクな
どの花卉栽培に切り替えました。収穫の最盛期は朝
早くから大変ですが、花卉栽培を生涯現役として打
ち込むテーマ（１、美しく　２、やさしく　３、楽
しく）と考え、目標達成に向けて頑張っています。

　一番はスポーツです。特に卓球が好きで、高社卓
球連盟に加入し、40 歳のときには、中野市チーム
として県大会で優勝したこともありました。
　スポーツ以外でも、盛

せ い り ゅ う じ

隆寺の仏教婦人会でご詠歌
をお教えいただいたり、最近は友人たちとコカリナ
を始めたり、幅広く活動しています。

　伝統ある「秋の例大祭」が自慢です。創意工夫さ
れた素晴らしい花火が見られます。子や孫の成長な
ど、祈願の花火が夜空いっぱいに広がる瞬間は、心
から感動するひとときです。

文化が香る元気なまちづくり

　新緑が目にまぶしい季節となりました。今月は信
州なかのバラまつりの開催月。多くのお客様にご来
場いただきたいと思います。
　さて「広報なかの」が、装いも新たに、より市民
の皆さんに親しみやすい広報紙として、今月からス
タートします。表紙をご覧いただいてお分かりいた
だけますように、中野市に在住のイラストレーター
の中川千恵子さんにお願いしました。
　中野市は童謡・唱歌のまち音楽都市として、芸術
分野で内外に宣伝をしています。音楽ばかりでなく、
絵画、彫刻など、芸術文化の幅広い分野で実に多く
の方が活躍しており、たくさんの市民の皆さんが芸
術文化に親しみ、活動しています。こうした文化を
支える市民力も中野市の大きな財産・資源です。行
政としてもこれらを支える政策を展開していかなけ
ればなりません。

  皆さんもご存じのとおり、少子高齢化が急激に
進む中で、人口減少はまさに大きな課題でありま
す。子育て環境の整備などに加えて、多くの人に
中野市に移住していただく政策を、これから鋭意
展開していく必要があります。
　そうした中で、まちの魅力、中野市の魅力を訴
える必要がありますが、その重要な項目に文化が
あります。十人十色とは言いますが、中野市に来
て、趣味の世界などで、多彩な活動が展開されて
いることが、多様な人たちに対して、より地域に
溶け込みやすい環境を提供することができると思
います。「緑豊かなふるさと文化が香る元気なま
ち」を、皆さんとともに創っていきたいと思います。
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▲３種類の市長イラスト


